
国際デザイン
シンポジウム

コースワーク

リーダーシップ
養成科目

• デザイン方法論
• アーティファクトデ

ザイン論
• インフォメーション

デザイン論
• 組織・コミュニティ

デザイン論
• フィールド分析法

デザイン学
共通科目

• 海外インターン
シップ（個人）

• フィールドイン
ターンシップ
(グループ)

• 戦略的コミュニ
ケーションセミ
ナー(日本語・
英語)

• 情報学
• 機械工学
• 建築学
• 経営学
• 心理学

デザイン学
領域科目
（主領域）

デザインイノベーション拠点
（京都リサーチパーク）

デザインイノベーション拠点
（京都リサーチパーク）

問題発見型学習
(Field‐Based Learning)

問題解決型学習
(Problem‐Based Learning)

高度な専門性を要求する
協業の中で博士研究

教

育

協

議

会

学位研究

修士論文

フ
ュ
ー
チ
ャ
ー
セ
ン
タ
ー
（オ
ー
プ
ン
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
機
能
）

京都大学
（吉田・桂・宇治キャンパス）

筆記試験・口頭試問

博士論文プロポーザル

デザイン学
領域科目
（副領域）

運

営

協

議

会

複
数
ア
ド
バ
イ
ザ
制
度

リーディングプロジェクト
‐ 共同研究講座
‐ 産学（官公民）プロジェクト
‐ 萌芽的プロジェクト

日英産学連携
スキーム
（RENKEI）

ブリストル大・
ロンドン大 など

京都市立芸術大学
大学院美術研究科

大学間連携

外部評価
委員会

産学デザイン
シンポジウム

参画領域（４つの研究科／専門職大学院，１１専攻）

１年次
(M1)

２年次
(M2)

３年次
(D1)

４年次
(D2)

５年次
(D3)

Qualifying 
Examination

• 情報学
• 機械工学
• 建築学
• 経営学
• 心理学

博士論文

修 士 研 究

博 士 研 究国際アドバイ
ザリボード

国際連携

専門領域でのデ
ザイン理論や手
法を習得

領域横断のデザ
イン理論や手法
を習得

産学（官公民）連携

京都大学工学桂会

京都大学ＩＣＴ連携
推進ネットワーク

デザイン
イノベーション
コンソーシアム

既存連携組織

ＮＴＴ，三菱電気
ＮＥＣ，パナソニック，
野村総合研究所，

京都市，ほか

社会の実問題を題材
とした演習群

デザイン学を基礎に専門領域を超えて協働できる
突出した専門家 「十字型人材（+ Shaped People）」の育成

情報学
（情報学研究科）

機械工学
（工学研究科）

建築学
（工学研究科）

経営学
（経営管理大学院）

心理学
（教育学研究科）

デザインスクール
連携スキーム

スタンフォード大・
ハーバード大・
アールト大 など

交流大学

カリフォルニア大・
ランカスター大・

清華大 など

高度な専門性と共に俯瞰力と独創性を備え，デザ

イン学を基礎に専門領域を超えて異なる分野の専

門家と協働し，社会のシステムやアーキテクチャの

デザインによって社会を変革することができる突出

した専門家（十字型人材：＋shaped people）を養成．

■ 養成したい人材像

• 情報学，機械工学，建築学，経営学，心理学を

横断したデザイン学共通科目と，各専門ごとの

デザイン学領域科目（主領域・副領域）からなる

網羅的な科目設計．

• 社会の実問題を題材として，専門領域の異なる

学生がチームで取り組む問題発見型学習

（Field‐Based Learning）と問題解決型学習

（Problem‐Based Learning）．

• 社会の課題や期待と大学の教育研究を接続す

るフューチャーセンターでのオープンイノベーショ

ン実習．

• 個人単位の海外インターンシップ，ならびに「現

場の教育力」を活用するグループ単位のフィー

ルドインターンシップ．

• 国際連携ネットワーク，および産学官連携ネット

ワークに支えられた多様な交流機会．

• 社会の実問題を扱うリーディングプロジェクトの

中での，複数アドバイザ制度に基づく博士研究．

■ プログラムの特色

【複合領域型（情報）】
京都大学 デザイン学大学院連携プログラム

Collaborative Graduate Program in Design, Kyoto University 


